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はじめに

広範囲における微細析出物の分布を明瞭に可視化し、定量的な評価もできます。

鋼中微細析出物の高精細可視化技術

Cat.No 3E2J-065-00-180604

火力発電プラント等、高温環境下で長時間使用される耐熱鋼の特性理解のためには、炭化物を含む析出物の分布評価が

重要です。当社の極低加速電圧走査電子顕微鏡（ULV-SEM）観察法と画像解析により、広範囲における析出物相ごとの分布

を、定量的に評価することが可能となりました(※1)。

図2 (a) 耐熱鋼断面のインレンズ二次電子像、(b) (a)を5値化した結果

図1 耐熱鋼断面のSEM像 (a) インレンズ二次電子像、(b)インレンズ反射電子像

析出物の識別

経年耐熱鋼（2.25Cr-1Mo鋼）の断面をSEMで観察いたしました（図1）。二つの検出器を用いて観察条件を最適化することで、

SEM像のコントラストと形状から、4種類の炭化物（M7C3, M23C6, M6C, M2C）およびAlNを識別することに成功しました。

輝度解析による析出物の定量評価

図1とは別の視野で撮影したインレンズ二次電子像（図2 a）を画像解析で5値化し、析出物の分布を可視化いたしました（図2 b）。

ULV-SEM観察と輝度解析によって、鋼中析出物の分布を迅速に可視化でき、面積率などの定量評価もできます。

また、SEMによるバルク観察のため、例えば溶接部、熱影響部、母材部にかけての広領域での評価も可能です。
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